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日
が
延
び
る
に
つ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
行
動
範
囲
は
広
く
な
り
ま
す
。
自
転

車
で
遠
く
ま
で
出
か
け
、
遊
び
に
夢
中

に
な
っ
て
帰
る
時
間
が
遅
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
入
学
、

進
級
の
緊
張
が
薄
れ
、
気
が
緩
ん
で
し

ま
う
の
も
こ
の
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

子
ど
も
が
巻
き
こ
ま
れ
る
交
通
事
故

は
「
飛
び
出
し
」、
「
道
路
の
横
断
中
」、

「
自
宅
の
近
く
」、
「
自
転
車
に
乗
っ
て

い
て
」、
「
夕
方
の
時
間
帯
」
が
多
い
と

い
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け

る
に
は
、
た
だ
「
と
ま
る
」、
「
信
号
を

見
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
な
ん
の
た

め
に
止
ま
る
の
か
」、
「
信
号
を
守
ら
な

い
と
ど
う
な
る
の
か
」
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

お
子
さ
ん
に
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
る
良

き
指
導
者
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

日
常
、
お
子
さ
ん
と
道
路
を
歩
く
際
に
、

ど
ん
な
危
険
が
潜ひ

そ

ん
で
い
る
の
か
、
大

人
と
子
ど
も
の
目
線
は
ど
の
く
ら
い
違

う
の
か
な
ど
を
知
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に
は

平
常
時
か
ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た
準
備
も

必
要
な
の
で
す
。

　

交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な

ら
な
い
よ
う
、
家
族
み
ん
な
で
交
通

ル
ー
ル
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。

家
か ぞ く

族で学
まな

ぼう 交
こう

 通
つう

 安
あん

 全
ぜん

おぼえたかな？ できているかな？ ４つのおやくそく

右よし

もういちど
右よし

左よし

踏切よし

信号よし

①とまる
道路を渡る前に、

必ず止まろう。

②みる
右・左の安全をよく

見て確かめよう。

③まつ
目 の 前 の 信 号 が 青

になるまで待とう。

④たしかめる
渡る時はもう一度、

車やバイクが来ない

か確かめよう。

踏切よし

信号よし

広報もろやま　６月１日号 2



た
く
さ
ん
の
人
が
町
の
交
通
安
全
に
協

力
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
を
は
じ
め
、
町
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
交
通
事

故
な
ど
か
ら
守
っ
て
く
れ
て
い
る
人
た

ち
が
い
ま
す
。

西
入
間
交
通
安
全
協
会
毛
呂
山
支
部

　

街
頭
で
の
交
通
安
全
指
導
や
新
一
年

生
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
配
布
、

お
祭
り
や
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通
整

理
な
ど
を
行
っ
て
ま
す
。

交
通
安
全
母
の
会
毛
呂
山
支
部

　

小
学
生
向
け
の
交
通
安
全
教
室
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

児
童
の
登
下
校
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

地
域
の
大
人
が
児
童
に
付
き
添
い
、

一
緒
に
登
下
校
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
指
導
員

　

町
か
ら
委い

し
ょ
く嘱

を
受
け
、
通
学
路
の
横

断
歩
道
や
踏
み
切
り
な
ど
の
、
危
険
箇

所
の
交
通
指
導
を
行
い
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ゆ
ず

　

児
童
の
下
校
か
ら
放
課
後
ま
で
の
時

間
帯
に
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
町
の

安
全
を
見
回
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
団
体
で
は
協
力
者
の
減
少

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
随
時
協
力
し

て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
交

通
安
全
に
関
心
の
あ
る
人
、
興
味
の
あ

る
人
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係
ｔ

　

内
線
２
１
３

　子どもが巻き込まれて

しまう交通事故の多くは、

飛び出しが原因です。

　『一緒に遊んでいるお友

だちが先に道路を渡った

ので、慌てて後を追いか

けた』『おしゃべりに夢中で近寄る車に気がつかなかっ

た』などルールを学んでも、つい安全確認を忘れて危険

を冒
おか

してしまうことがあります。

　自分の安全は、自分の目でしか確認できません。自分

の命は、自分で守りましょう。

自分の命は自分で守る

　交通量の増加に伴い、全

国でいくつもの痛ましい交

通事故が起こっています。

こうした事故を防ぐため

に、全国の小学校で通学路

の危険箇所のチェックや、

下校の付き添いなどが行わ

れています。

　小さいお子さんは、身近な大人の行動を真似します。

お子さんが危険な行動を起こさないために、保護者の皆

さんもしっかりと交通ルールを守り、お子さんに良い模

範を示してください。

大人が良い模範を示して大人が良い模範を示して大人が良い模範を示して

江田　厚　巡査部長

今西　里恵子　巡査

道路の横断中も安全に気を配りましょう
★ Point

手をあげると

こんなに大きく
見えるから、車からも

わかりやすいね

道路を渡る時は手をまっすぐあげましょう
★ Point

横断中に急に車が来たり、信号

が変わってしまう事があるので

横断中も周りを
気にしながら歩こう！
慌
あわ

てて走ると、転んでしまうな

ど余計危ないよ。目で見るだけ

でなく、車の近づく音や気配に

も注意しよう

道路を渡る時は、自転車も同じです
★ Point

自転車に乗るときも、

4 つの約束を守ろうね

道路や踏切を渡る前には、

自転車から降りて
①とまる、②みる、③まつ、

④たしかめる、だよ
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